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オ 網代底（第463図〜第473図 3636〜3750)

網代底については115点図示した。

3636〜3650はＡ型である。Ａ型の網代底は，底部縁辺

部まで網代の跡がはっきりと残るものが多い。3636と

3637は網代の模様が１本越え，１本潜り，１本送り（以

後，「平編み」と呼ぶ）の底部を持つ。3638・3639は基本

は平編みであるが，部分的に２本越えのアクセントを持

つ。また，3638は底部の縁辺部を後から貼り付けたこと

が割れ方から分かる。そのために，Ａ型の網代底として

は縁辺部に網代の模様が残っていない。3640は平編みが

基本になるが，３本越えのアクセントを多く持つ。3641

は平編みが基本で２本越えと３本越えのアクセントを持

つ。3642・3644・3646は平編みと３本越え，３本潜り，

１本送り(以後，「綾編み」と呼ぶ)の組み合わせ編みであ

る。3642の縁辺部の一部には，底の調整のために貝殻に

よる調整痕が残る。3643は底部縁辺部を後から貼り付け

てある。貼り付け部分と底部をしっかりと接合させるた

めに，指で押さえつけるように調整した痕が底に残る。

その後，２本越え，２本潜り，１本送り（模様が綾編み

と似ているので，以後，これも含めて綾編みと呼ぶ）の

模様をもつ編み物の上に土器を置き，指による押さえつ

けのためにへこんだ部分を除いて綾編みの圧痕が残った

と考えられる。3645〜3649はモジリ編みの底部である。

モジリ編みは大きく分けて，すだれ状の編み目と鍋敷き

のような円状の編み目がある。3645〜3649はすだれ状の

モジリ編みである。3648は底部縁辺部分を，底部に後か

ら貼り付け，その後編み物の上に置いたことがうかがえ

る。3649の底部には，横方向の繊維が１本越えで180度

曲げられ，縦方向の線維に１本潜ったあと別の繊維と２

本絡まるように編み込まれているのが分かる。3650〜

3652は円状のモジリ編みの底部である。3650は円形の編

み物の中心に底部を置き，土器を製作している。3651は

円状のモジリ編みの底部であるが，編み目の幅が広く

なっている。3653は円状のモジリ編みの中央に，具体的

にはっきりしないが，向かい合う２個の小物が置かれそ

の上に底部を置き，製作している。3654は平編みではあ

るが，編み目がかなり崩れている。3655は編み方がはっ

きりとしない。3656は３本越えが幾つか見られるが，編

み方がはっきりとしない。ただ，編み目の間隔が他の土

器に比べて細く密なので，細く柔らかい繊維で編んだも

のであることがうかがえる。

3657〜3663は底部に白粉が付着するＡ型の網代底であ

る。3657は平編みを基本とする編み目が残っている。底

部中央部には，はっきりとした編み目の跡があり，後か

ら貼り付けてある底部縁辺部にも，編み目の方向は異な

るがうっすらと編み目の跡があることから，この土器は

底部縁辺部を貼り付ける前と後に，それぞれ編み物の上

に置かれていたことが分かる。3658・3659は平編みを基

本に２本越えのアクセントを持つ。3660はすだれ状のモ

ジリ編みである。底部中央付近には，圧痕が見えなくな

るほどの白粉が多量に付着している。3661は平編みの編

み目が綺麗に整った底部に，うっすらと白粉が付着して

いる。3662は，底部中央付近が１段へこみ，すだれ状の

モジリ編みの圧痕が残っている。３時と９時の方向には

横方向の繊維しか見ることができないことから，編み込

んだ幅が約６㎝の編み物の上で，土器を製作していたこ

とがうかがえる。3663は編み方が不明の底部である。６

時の方向に，編まれていない繊維が曲線となって見られ
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る。

3664〜3673はＢ型である。3664・3665は平編みである

が，部分的に２本越えのアクセントをもつ。3664は４㎜

前後の小礫を多量に含む。3666は平編みの底部であり，

底部内面が黒く変色している。3667も平編みであるが，

繊維１本のそれぞれの太さが均一ではない。3668は平編

みで底部中央部に向けて緩やかな丸みを持つ。調整は粗

く，茶粒や赤粒を大量に含む。3669は平織りの底部を持

つが，９時から12時の方向は編み方を止めている。3662

と同じ雰囲気を持つ底部である。3670は綾編みがはっき

りと表れた底部である。胴部の立ち上がりが不均衡で，

歪んだ器形をしている。3671・3672は円状のモジリ編み

の底部である。3672の底部中央部には，指によるナデ跡

があり，強く押し込んだ結果，底部が内側へ持ち上がる

器形になっている。3673ははっきりとしないが，綾編み

を基本とした網代底である。

3674〜3688は底部に白粉が付着したＢ型の網代底であ

る。3674は平編みの底部であり，底部全体に白粉が付着

している。3675・3677・3678は平編みの中に２本越え・

３本越えのアクセントを持つ。3676は平編みの底部であ
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るが，縁辺部の編み目の間隔が広くなっている。底部内

面は丁寧なナデ調整が加えられている。3679は平編みと

綾編みを組み合わせた底部である。底部内面の調整のた

め，底部の中央部にヘラを押しつけた痕跡が残る。編み

目の圧痕には白粉が付着しているが，ヘラナデを行った

箇所には白粉が殆ど残っていない。このことは，この土

器については，まず編み物を敷き，その上に白い粉を撒

き，その上に粘土を置き土器を製作していたことがうか

がえる。その後，ヘラで調整を加えたことで，白粉が剥

ぎとられたと考えられる。

3680は平編みを基本に，２本越え，３本越え，３本潜

りのアクセントを持つ。3681は平織りの底部であるが，

網代底の模様が確認できるのは縁辺部のみで，中央部は

ヘラで丁寧にナデ調整が加えられている。3682は綾編み

の底部である。3683・3684はすだれ状のモジリ編みであ

る。どちらとも底に白粉が多量に付着している。3684の

底部端部のヒダは後から付けられ，外面は指で押し込ん

だ後，貝殻で調整を行っている。3685・3686は円状のモ
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ジリ編みである。3688はすだれ状のモジリ編みである

が，中央部を指によるナデ調整が加えられている。

3689〜3697はＣ型である。3689・3691は平編みの底部

である。3689の底部縁辺部には，編み目の圧痕が見られ

ない。内面は貝殻で調整を行った後，さらに指で調整を

加えている。3691は底径の大きさの割に厚みが薄く，華

奢な感じを与える。3690は平編みが基本で，２本越えの

アクセントを持つ。底部中央部に指によるナデ調整があ

り，編み目の圧痕は縁辺部に見られる。外面の調整は粗

いが，内面は丁寧なナデ調整を行っている。3692は平編

みの間に，２本越え，３本潜り，１本送りのアクセント

がある。3693は平編みに２本越え，３本越えのアクセン

トを持つ。3694はすだれ状のモジリ編みである。縁辺部

には編み目の圧痕が見られない。胎土に茶粒を多く含ん

でいる。3695は綾織りの底部である。底部中央は指によ

るナデ調整が加えられている。底部内面まで貝殻による

調整が丁寧に施されている。3696は円状のモジリ編みの

底部である。外面・内面とも調整粗く，底部内面は殆ど

調整がなされず凸凹している。3697は綾編みの底部であ

るが，４本越えのアクセントがある。底部内面の縁辺部

から胴部への立ち上がりは指による丁寧な調整がある

が，底部内部中央部は調整がなく，盛り上がる形となっ

ている。

3698〜3708は底に白粉が付着したＣ型である。3698〜

3704までは平編みを基本に，２本越え・３本越えのアク

セントを持つ底部である。3698は３〜４㎜の礫を多く含

む。割れ目の状況から，底部と胴部の接合は底部の上面

で行われ，つまみ上げるように調整が行われている。

3701は底部からの立ち上がりの部分にも白粉の付着が確

認できる。3702は底部縁辺部には編み目の圧痕が見られ

ず，少しへこむ中央部に白粉の付着した圧痕が見られる。

3703は底部中央部に指によるナデ調整があり，編み目の

圧痕は縁辺部に見られる。底を除いて，全体が浅い貝殻

条痕に覆われている。3704は土器内部が黒く変色してい

る。3706は円状のモジリ編みの底部である。底も厚く

ガッチリとした底部であるが，底の円形は歪んでいる。

3707ははっきりとしないが，平織りと綾織りを組み合わ

せた底部であると思われる。3708はすだれ状のモジリ編

みである。底部内面の調整のために，底部の中央部を指

で押した跡が残る。底部内面の中央部が凹むことから，

底部中央部の内面と外面をつまむように調整してあるこ

とがうかがえる。編み目の圧痕には白粉が付着している

が，指で押さえつけた箇所には白粉が殆ど残っていない。

第470図〜第473図は，網代底が指や道具でナデ消され

ていると分かる底部である。これらは光の加減で分かる

ものや，拓本をとることでうっすらと浮かび上がるもの
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が多い。

3709〜3717は，網代の圧痕が僅かに残るＡ型のナデ底

である。3709は平編みの底を指ナデで調整している。外

面も指で丁寧にナデ調整が加えられている。3710は縁辺

部に網代の圧痕が見られるがはっきりしない。3711はす

だれ状のモジリ編みの圧痕を全体を押すように調整を加

えている。3712は底部全体に指によるナデ調整を加えて

いるが，縁辺部に網代の圧痕が僅かに見られる。3713は

底部縁辺部に僅かに網代の跡が見られるが，底部中央近

くは粘土を貼り付け，底部全面が平坦になるように調整

を行っている。3715は底部縁辺部を後から貼り付け，指

やヘラで調整を加えている。底部中央に網代の圧痕が僅

かに見られる。3716は編み幅の広いモジリ編みであり，

底部中央部をヘラナデで調整している。3717は平編みの

底部の縁辺部にナデ調整を加えている。

3718〜3726が，網代の圧痕が僅かに残るＢ型のナデ底

である。3719・3720・3722はいずれもすだれ状のモジリ

編みの底部中央を指やヘラで調整を加えている。3721は

円状のモジリ編みの底部中央をヘラで削っている。7323

は縁辺部を押さえつけるようにナデ調整を加えている。

3724は円状のモジリ編みの圧痕全体をかき消すように調

整している。

3727〜3732が，網代の圧痕が僅かに残るＣ型のナデ底

である。これらは，底部端部までの調整をさらに底部中

央まで広げるように調整しているために，網代がどのよ

うな編み方をしていたかはっきりと判るものはほとんど

なく，僅かに圧痕が確認できる。3732は綾編みの跡が僅

かに見られる。

3733は網代の圧痕が僅かに残り，白粉の付着している

Ａ型のナデ底である。

3734〜3744は，網代の圧痕が僅かに残り，白粉の付着

しているＢ型のナデ底である。3734は平編みとモジリ編

みを組み合わせた底部である。

3745〜3750が，網代の圧痕が僅かに残り，白粉の付着

しているＣ型のナデ底である。これらの土器の繊維の凹

みに白粉が付着し，さらにヘラや指で調整を加えられて

いるために，編み方を特定するのは難しい。また，白粉

が繊維の凹みばかりでなく，ヘラや指で調整した跡にも

付着していることから，白粉は土器製作段階だけではな

く，土器製作後にも付着していることがうかがえる。
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８ その他の後期前半の土器（第474図 3751〜3765）

これまでの型式に分類できなかったものを一括した。

3751と3752は同一個体と思われるが，高い突起が４か

所にあるもので，口径は22.7㎝ある。口縁下に断面がゆ

るやかな台形状の貼付突帯があり，その周りに巻貝殻頂

による刺突文がある。突起部を挟んで２本沈線による×

印が引かれている

3753はゆるやかに外反する頸部に三角形の貼付突帯の

あるもので，口縁端部に二枚貝腹縁の刺突文がある。

3754は内側に粘土を貼り付けて鋤先状口縁とした無文

の鉢である。

3755は外に粘土紐を貼付けてやや内にも広がるＬ字状

の口縁部である。その下に断面が矩形の貼り付け突帯が

あり，口縁部から下の突帯にかけてヘラ押圧文を施して

いる。

3756〜3763は口縁が肥厚して，肥厚部が文様帯となる

もので，横方向や楕円形などの沈線や，二枚貝腹縁の押

圧文，巻貝殻頂の刺突文，ヘラ押圧文などがある。3756

は肥厚帯外側に粘土を貼り付け幅広くし，間に二枚貝刺

突文のある２本沈線を引く。3758と3759は口縁端が幅広

く，ここに横方向沈線を引くが，3759は中央に２つの深

い刺突文があり，その脇に楕円形が引かれる。3760・

3761は胴部に矩形沈線が施されている。

3764は口径が11㎝の小型鉢で，２本の紐を貼り付けた

把手が付く。口縁部は貼付突帯で肥厚させている。

3765も小型の浅鉢で，２本の紐をねじってこしらえた

把手状突起があり，把手内面には１本の横沈線がある。
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表25 磨消縄文系土器観察表（１）
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表26 磨消縄文系土器観察表（２）
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表27 磨消縄文系土器観察表（３）
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表41 指宿式土器Ⅰｄ類観察表（２）



― 384 ―

表42 指宿式土器Ⅰｅ類観察表

表44 指宿式土器Ⅱｂ類観察表（１）

表43 指宿式土器Ⅱａ類観察表



― 385 ―

表45 指宿式土器Ⅱｂ類観察表（２）

表46 指宿式土器Ⅱｃ類観察表

表47 指宿式土器Ⅱｄ類観察表

表48 指宿式土器Ⅱｅ類観察表（１）
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表49 指宿式土器Ⅱｅ類観察表（２）

表50 指宿式土器Ⅲａ類観察表（１）
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表51 指宿式土器Ⅲａ類観察表（２）

表52 指宿式土器Ⅲｂ類観察表（１）
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表53 指宿式土器Ⅲｂ類観察表（２）

表54 指宿式土器Ⅲｃ類観察表（１）
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表55 指宿式土器Ⅲｃ類観察表（２）

表56 指宿式土器Ⅲｄ類観察表（１）
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表57 指宿式土器Ⅲｄ類観察表（２）

表58 指宿式土器Ⅳ類観察表（１）
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表59 指宿式土器Ⅳ類観察表（２）



― 392 ―

表60 指宿式土器Ⅳ類観察表（３）
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表61 指宿式土器Ⅳ類観察表（４）
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表62 指宿式土器Ⅳ類観察表（５）

表63 指宿式土器Ⅴ類観察表

表64 指宿式土器Ⅵ類観察表（１）
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表65 指宿式土器Ⅵ類観察表（２）

表66 指宿式土器Ⅶ類観察表（１）
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表67 指宿式土器Ⅶ類観察表（２）
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表68 指宿式土器Ⅶ類観察表（３）

表69 指宿式土器底部観察表（１）
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表70 指宿式土器底部観察表（２）
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表71 指宿式土器底部観察表（３）
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表72 指宿式土器底部観察表（４）

表73 その他の後期後半の土器観察表
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